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地域の為に貢献された高齢者を祝う敬老会 

各区で開催される。 

敬老の日は、長い間地域、社会の為に尽くしてきた高齢者

を敬い、長寿を祝う日です。また、それとともに高齢者の福祉

について関心を深め、高齢者の生活向上に努めるよう若い

世代に促すという気持ちが込められています。 

9 月 19 日（敬老の日）、川西公民館で平成 23 年度川西区敬老会が開催されました。 

心配したお天気も、すばらしい晴天に恵まれ、当日は本年度で 75 歳を迎えられる 11 名の皆さんを新たにお迎え

し、45 名の皆様方の参加により盛大に行われました。 

 アトラクションの後、恒例となりました川西区子供育成会（保育園児～小学生）の皆さんによる「おじいちゃん、お

ばあちゃん毎日ありがとう。これからも長生きしてください。」と、子どもたちからのあいさつで始まり、トントン肩をた

たき始めると、お年寄りの皆さんは気持ちよさそうに、ほほえましく、和やかな雰囲気でいっそう会場を盛り上げて

くれました。 

 子どもたちから、明日への活力をもらって、来年の再開を約束し合いながら家路へとつきました。 

 

                                                         ― 川西区区長 ― 
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                              ＰＴＡ役員を名乗り、児童のクラスなどを聞き出そうとする 

                               不審電話にご注意を 
 

伊賀市内の小学生児童の家庭に、男の声で『ＰＴＡ役員の○○です。』とか、

『ＰＴＡ広報部の○○です。』と名乗り、『名簿を作成していたらバラバラになったの

でお子さんのクラスを教えて欲しい。』または、『広報を作成していたらバラバラにな

ってしまったのでお子さんのクラスを教えて欲しい。』などという不審電話が数件か

かってきています。 

このような電話があっても絶対に相手にしないで下さい。そして、すぐに学校に連

絡して確認を取りましょう。 

また、昼間は祖父母の方だけというご家庭では、このような不審な電話があっても安

易に名前やクラスを教えないようにご注意下さい。 

 

 

  

 

庭木の手入れをしてみませんか？ 

放っておくと害虫等により来年にきれいな花や元気な樹木に育ちません。 

緑化推進のひとつとして、庭木作りや樹木への親しみを深めていただくため開催します。 

☆日 時 平成 23 年 10 月 30 日（日） 

  午前 9 時から 11 時 30 分頃まで 

☆集合場所 伊賀支所前ロータリー（雨天時：いがまち公民館） 

☆参加費用 無料 

☆内 容 庭木などの整枝剪定作業の方法 

☆参加者が準備するもの 

  剪定用具：木バサミ、剪定バサミ、刈り込みバサミなど 

☆指 導 者 いがまち造園組合 

☆そ の 他 お茶などは各自で持参してください。 

申し込み先・・・西柘植地区市民センター まちづくり協議会事務局 TEL：0595－45－8611 

申し込み締め切り日・・・平成 23 年 10 月 20 日 

（この企画は、いがまち
．．．．

地域内を年ごとに巡回して行われているもので、今回は西柘植地区で実施されます。） 

 

 

 

編 集 後 記 

朝晩に肌寒さを覚え、吹く風に爽やかさを感じる。赤とんぼに虫の声、稲が黄金色、栗、梨、柿などとりどりの実が実

る。夜が長くなり、月や星を賞でたり読書や夜なべにいそしんだりできる。野の草には露がうき、木々は紅葉してくる。な

んて秋っていいんだろう。 

だけど、地震災害、台風１２，１５号風水害と自然は厳しい試練をもたらしてしまう。幸いにも壬生野地域は、大きな被

害が無かったけれど、他方の者を思うと、秋にふける気分を遮ぎり複雑な想いが駆けめぐる。 

◇◇◇◇ ご意見・お問い合わせ・投稿は、下記までお寄せ下さい。 ◇◇◇◇ 

壬生野地域まちづくり協議会 広聴広報実行委員会  TEL：45－8900 
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                           伊賀市内で還付金等詐欺発生!! 
～振り込め詐欺は、決して他人ごとではありません～ 

9 月 12 日、伊賀市内で社会保険事務所の職員を名乗った男から、医療費控除の還付金が受けられるという電

話を受けた方が、自宅を訪問してきた男にキャッシュカードを渡してしまい、現金を引き出されるという被害があり

ました。 

犯人の手口は次のとおりです。 

社会保険事務所のタナカと名乗る男から『今年 3 月頃に 

医療控除として 4 万 8,400 円の還付金に関するハガキを 

出したが手続きがされておらず、返事が無い家に対し、電話 

連絡の上、確認をしている』という電話があり、途中で 

上司のスズキと名乗る男に替わり、『還付手続きをする 

ことから、津市内にある県庁で午後 5 時まで仕事を 

しているため来て欲しい』 

『係の者が、返事がない家を回っているから、取引先の金融機関だけ先に教えて 

欲しい』などと言い、相手に取引先金融機関やキャッシュカードを持っていることを答えると、相手は、『係のヤマ

グチが訪問するので、渡して欲しい』などと指示をして、その後、係のヤマグチがキャッシュカードを取りに来るま

での間、電話で話し続けて社会保険事務所の職員であると信じ込ませ、訪問してきた男にキャッシュカードを渡さ

せて、暗証番号も聞き出すというものです。 

警察官や金融機関の職員、社会保険事務所や市役所の職員を名乗り、還付金等のお金に関する内容

の電話がかかってきた場合は、相手の名前などを確認し、話には絶対に乗らず、すぐに警察に通報してく

ださい。
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伊賀市議会報告会開催の案内 

 この議会報告会は、平成１９年２月に制定された『伊賀市議会基本条例』第７条に規定した、「議員

及び市民が自由に情報及び意見を交換する議会報告会を開催する」により行われるものです。 

 私たちの住む地域及び市政について、率直に市議会議員さんと話し合うまたとない機会です。多く

の方々にご出席いただくようご案内いたします。 

 

平成 23 年 10 月 25 日 火曜日 午後 7 時 30 分から、壬生野地区市民センターにて 

 

■出席予定の市議会議員 （あいうえお順）■ 
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女性活動実行委員会では、10 月 2 日、壬生野まつりの体験コーナーで、まつぼっくりのミニツリーづくりをして

いただきました。会員から、事前に自分たちでも実際に作りたいとのお話が出て、9 月 18 日部会をもちました。 

まつぼっくりは 1 日水につけ、虫、ほこりを取り除き乾かします。ペットボトルのキャップ等に紙粘土でまつぼっく

りを固定します。その後は、自分の好みで、色、形もいろいろな小さな光り物、モール等をボンドで接着し飾り付け

ます。 

短時間でかわいいツリーが出来上がり、全員きれいなツリーに満足げでした。男女年齢を問わず簡単にきれい

にできますのでお家でもいろいろと工夫して作って下さい。 

                  女性活動実行委員会   森川恵子 

                                            ━━━━━━━━ミニ辞典━━━━━━━ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の七草（あきのななくさ） 

萩（はぎ）・桔梗（ききょう）・葛（くず）・撫子（なでしこ）・尾花（お

ばな ※「すすき」のこと）・女郎花（おみなえし）・藤袴（ふじばか

ま）を秋の七草といわれ、春の七草はお粥にしていただきますが、

秋の七草は見て楽しみます。 

現在一般に言われている「秋の七草」は、万葉の歌人、山上

憶良（やまのうえのおくら）が二首の歌に詠んで以来、日本の秋

を代表する草花として親しまれるようになったとされています。 

 

秋の野に 咲きたる花を 指折り(およびおり) かき数ふれば 七種(ななくさ)の花 

  意味：秋の野にとりどりに咲く花を、指を折りながら一つひとつ数えてみると、七種類の花がありました。 

 

萩の(が)花 尾花 葛花 瞿麦の(が)花 女郎花 また藤袴 朝貌の(が)花 
  読み： はぎのはな おばな くずはな なでしこのはな おみなえし また ふじばかま あさがおのはな 

「朝貌の花」は、「アサガオ（朝顔）」とも「ムクゲ（木槿）」とも「キキョウ（桔梗）」とも「ヒルガオ（昼顔）」ともいわれ、諸説がありますが、

一般的には「キキョウ（桔梗）」を指すとするのが有力な説で、辞典類も「キキョウ」とするものが多く見られます。 

松かさ（まつかさ）とは、松の果実のようなもの

（毬果あるいは球果）のことである。松毬・松傘・

松笠とも書き、「松毬」は「ちちり」「ちちりん」とも

訓読する。 

まつぼっくり・松ぼくりともいう。これは、「松陰

嚢（まつふぐり）」が転訛した語である。「松ぼく

り」は晩秋・植物に分類される季語となってい

る。 

アカマツ、クロマツなどの松かさはその形が

面白く、大きさも手頃で、よく保存されるので、

子供のおもちゃなどによく用いられる。時には

工芸品などに加工されることもある。 水で濡ら

すとかさを閉じ、乾かすと再び開くという性質を

生かし、かさが開いている状態では入らず、閉

じていれば入るような大きさの口を持つ容器に

入れることもある。 

 


